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中原佑介

Ylsuke Nakahara

当画廊が選んだ五人の美術家の作品を集め

た今回の企画展は、「彫刻なるもの」という

タイトルが与えられている。作品はいずれも

三次元的だが、それらを「彫刻」といわず、

「彫刻なるもの」という一種の含みのあるい

いまわしを用いているところに、この展覧会

の企画の意図の一端が示されているといえよ

う。

五人の出品者のうちの一人である李昌換が

かつて出品した別の立体作品の展覧会 ―一一
1978年から79年 にかけてフランクフル トで開

かれた国際展では、 rz.B.sku:ptur」 という

タイトルが与えられていたことがある。直訳

すれば「たとえば彫刻」ということだが、「い

ってみれば彫刻」というような意味合いとで

もとればよいか。今回の「彫刻なるもの」と

いういい方と同じ訳ではないがtいずれも三

次元的作品を指 して「彫刻」と明言せず、屈

折 したいいまわしをしている点では似通って

いる。

今回の五人の作品のうち、黒御影石を用い

た関根伸夫のそれは石彫 といって間違ってい

ない。 しかし、李萬換、村岡三郎、河口龍夫、

高山登 らの作品は、それらを素朴に彫刻と呼

ぶにはためらわせるものがある。とすれば、

ひとつの便法はわれわれが彫刻という言葉 (概



念)に拘泥することから自由になることであ
ろう。新語をつくりだすのもよい。ところが、

こうしてそれらの作品を一堂に集めてみると、

それぞれにずいぶん異質と見える諸作品が、

なにかあるひとつの共通性ともいうべきもの

を浮かび上らせることを感 じる。その共通す

るところに、多分「彫刻なるもの」という言

葉が貼られたのである。個別的には「彫刻」

と明言 し難い諸作品のいわば最大公約数的な

ものとして、「彫刻なるもの」という言葉が

浮かび上ってくるといっても同じである。

この場合の「彫刻なるもの」という言葉に

は、「彫刻」という言葉がそうであるような

特定の技術の内包とぃうことがない。いいか

えれば、「彫刻なるもの」といういいまわし

には、一義的な製作技術の指示が見られない

のである。具体的にいえば、五人の製作技術

は五人五様であって、共通するところ零 とい

っても過言ではない。それなら、いったい何

が共通するのか。あるいは共通性として浮か

び上るのは何か。

それは、さまざまな技術を非効用的な場に

おいて用いるということではないかと思め。

技術の芸術化といってしまえばそれまでだが、

技術を異った次元に転位させるというように

でもいえようか。 (そ の点、絵画はこういう

現象が起 りにくい。というのも、絵画と絵画

技術とはあまりにも一義的に密着 しているよ

うに見えるからである。絵画技術 といえば、

「描 く」技術につきるが、彫刻なるものの場

合、その技術は一義性をもたない。)

「彫刻なるもの」という言葉は形態の規定

とは無関係である。それは作品の形態と形状

にどのような制限も加えない。当然、素材に

関しても無規定である。この 2つの点におい

て、作品は多様性をもたらすことになる。五

人の作品はまさにそのことをはっきりと示 し

ている。ただし、これら五人の美術家を選ぶ

ことについて意図的であったか、それとも偶

然そうなったのか、作品は「関係」を重視 し

たものが多いように感 じられる。李島燥の作

品が「Relatum」 と題され、河口龍夫の作品

が「関係一気」というのは、この「関係」ヘ

の関心がタイトルにも表立って示されている

例だが、それは他の出品作品にもインプリシ

ットに示されている。銅パイプのなかに酸素

を注入する村岡三郎の作品は、インプリシッ

トな関係を示す一例である。

「彫刻なるもの」はやがて、より大きなレ

ベルでの「彫刻」概念へ包含されるのだろう

か。「彫刻」概念は、作品がそこへ (to)向

うものなのか、そこから (from)始 まるもの

か、問いはきわめて深いように感 じられる。



河口龍夫

丁atsuo Kawaguchi

関係一気         植物・銅・±   270× 150× 150





関根伸夫

Nobuo Sekine

はてなの椅子、          石、   250× 120× 38
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高山  登
Noboru ttakayama

ノッペラボー、 布、鉄、木材    346× 200× 20
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村岡三郎

Saburoi Muraoka

酸素 (OXYGEN)      銅パイプ、酸素    170× 23× 26
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李 萬換
Lee U‐ Fレan

項 (2枚の鉄板と2個の石との関係) 鉄板・石、 350× 120× 40
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河口龍夫

Tatsuo Kawaguchi

1940年生

現代日本美術展 現代彫刻展 (須磨)    現代日本彫刻展 (宇部)
パリ青年ビエンナーレ サンパウロ 0ビエンナーレ アントワープ国際野外彫刻展  、
ギャラリー16 南画廊 桜画廊

関根伸夫

Nobuo Sekine

1942年生

現代日本美術展 現代彫刻展 (須磨) 現代国際彫刻展 (箱根 )
パリ青年ビエンナーレ ヴェネツィア・ ビエンナーレ      ヽ

ルイジアナ美術館 デュッセル ドルフ市立美術館 東京画廊

高山  登  イ

Noboru ttakayama

1944年生

現代日本美術展 現代美術の動向展
パリ青年ビエンナーレ シドニー・ ビエンナーレ
ギャラリー・オリヴィエ ギャラリー手

村岡三郎

Saburo Muraoka

1928年生                       ‐

現代日本美術展 現代日本彫刻展 (宇部)現 代彫刻展 (須磨 )
現代国際彫刻展 (箱根) 富山国際現代美術展
僣濃橋画廊 ギャラリー16 ギャラリー手

李 昌換
Lee U‐ Fan

1936年生

現代日本美術展・ヘンリーム…ア大賞展

サンパウロ・ ビエンナーレ カッセル・ ドクメンタ 20世紀の彫刻展 (バーゼル)
ギャラリー 0エ リック 0フ ァープル デュッセル ドルフ市立美術館 東京画廊
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